
市政の窓

文芸コーナー

★蔵書点検を行います
　年１回の本の点検「蔵書点検」のため、
４日から10日まで臨時休館します。
　蔵書点検とはお店でいう「棚卸し」の
こと。本一冊一冊を点検することで、「返
却ミスや紛失資料はないか」「資料が別
の棚に並んでいないか」などを確認し、
図書館を最適な状態に保ちます。
★返却ポストをご利用ください
　休館中も本・雑誌は「返却ポスト」か
ら返却できます。ＤＶＤ・ＣＤは開館時に
カウンターへお持ちください。
★雑誌をお譲りします（11日～）
　リサイクルコーナーを設置して、古く
なった雑誌類をお譲りします。

 今月のイベント
★２月のおはなし会（八日市場図書館）
毎週土曜日（６日除く）14時～約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館だより
休館日…毎週月曜日
臨時休館･･･４日（木）～ 10日（水）
祝日開館日…11日（木）９時～ 17時
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冬
の
日
に
膨
ら
む
布
団
に
四
肢
の
ば
し
自
然
の
恵
み
あ
り
が
た
き
か
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霜
月
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こ
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と
き
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露
地
野
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育
ち
過
ぎ
し
を
農
婦
な
げ
け
り

 

若
潮
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伊
藤
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美
枝

道
の
辺
に
枸
杞
の
実
赤
く
色
づ
く
に
し
ば
し
足
止
め
見
入
る
冬
の
日

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

遠
き
日
の
磯
原
の
海
今
に
し
て
雨
情
の
唄
を
偲
び
見
る
月

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

一
日
を
ば
無
事
に
過
ご
せ
し
喜
び
を
臥
所
に
願
う
明
日
も
安
か
れ
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日
色　

和
江

落
葉
散
る
社
の
道
に
初
冬
の
陽
紅
や
黄
色
に
木
の
葉
を
照
ら
す
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洋
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今
ぞ
知
る
世
界
の
悲
劇
前
に
し
て
祈
る
姿
の
尊
き
こ
と
を
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八
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宗
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擦
る
墨
の
香
り
満
ち
き
て
半
切
に
一
気
に
書
け
り
干
支
の
申
の
字
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重
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丈
高
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花
ま
盛
り
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越
え
て
道
路
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花
び
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撒
く
ご
と
散
ら
す
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石
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秀
子

正
座
し
て
祖
母
の
寝
巻
を
縫
ふ
母
の
夜
な
べ
姿
を
懐
か
し
み
を
り
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店
員
ら
立
ち
位
置
決
め
て
に
こ
や
か
に
開
く
デ
パ
ー
ト
の
ド
ア
正
十
時
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初
凪
や
ふ
る
さ
と
の
黙
か
ぎ
り
な
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八
日
市
場
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大
川　
　

子

く　

こ

ひ
と
ひ

寄　付（２万円以上）

銚子商工信用組合 信友会様より
 …30,000円
匿名の方より …96,989円

●社会福祉協議会へ

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投
球

太
鼓
、
ソ
ー
サ
マ
ン
シ
ョ
ー
の

ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
八
日

市
場
の
協
力
に
よ
る
商
品
10

パ
ー
セ
ン
ト
割
引
セ
ー
ル
が
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
や
来
場
の

お
客
様
と
と
も
に
満
10
歳
の
誕

生
日
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

節
目
の
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
昨
年
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
中
で
も
市
制
施
行
日
１

０
０
日
前
か
ら
実
施
し
て
き
た

「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
事
業
」
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
写
真
か
ら
、
祝
福
し
て

く
だ
さ
る
温
か
い
お
気
持
ち
が

伝
わ
り
、
大
い
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
記
念
事
業
で
あ

る
「
そ
う
さ
記
念
公
園
」
の
造

成
工
事
も
先
月
完
成
し
、
園
内

　

平
成
28
年
は
、
近
年
、

記
憶
に
な
い
温
暖
で
穏
や

か
な
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
。
１
月
の
主
要
行
事
で

あ
り
ま
す
消
防
出
初
式
や

成
人
式
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
好
天
の
下
で
の
開
催
と
な

り
、
い
ず
れ
も
心
に
残
る
大
変

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
。

参
加
者
の
み
な
ら
ず
準
備
・
運

営
に
携
わ
ら
れ
た
関
係
各
位
に

は
、
感
激
と
達
成
感
も
ひ
と
し

お
の
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
制
施
行
10
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

先
月
23
日
に
は
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
八
日
市
場
で
「
匝
瑳
市

制
施
行
10
周
年
記
念
日
イ
ベ
ン

ト
」
を
開
催
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
ふ
れ
あ
い
散
歩
や
の
さ
か

の
芝
生
が
一
面
緑
の
絨
毯
に
色

づ
く
季
節
を
今
か
ら
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
「
申
」
は
、
山

の
神
の
使
い
と
も
い
わ
れ
、〝
病

が
去
る
〞〝
災
い
が
去
る
〞
な
ど
、

縁
起
の
良
い
動
物
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
猿
と
い
え
ば
、「
見
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
」
の
人

生
訓
を
説
い
た
三
猿
の
教
え
が

有
名
で
す
が
、
市
政
の
先
頭
に

立
つ
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

社
会
情
勢
や
地
域
の
実
情
を
見

て
把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
を
交
わ
し
合
い
、
そ
の
声

に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
る
「
見

る
、
言
う
、
聞
く
」
の
積
極
姿

勢
を
貫
き
、
全
力
投
球
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
頑
張

る
ぞ
！
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じ
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た
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さ
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口

入
山
崎
を
歩
く

匝瑳

探訪
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70年余りを経て金蓮寺に奉納された「わに口（鰐口）」

　

入
山
崎
区
（
吉
田
地
区
）
は
古

く
は
「
山
崎
村
」
と
呼
ば
れ
、
１

６
３
５
年
に
多
古
藩
の
領
地
と

な
っ
た
と
き
、
入
山
崎
村
と
南
山

崎
村
と
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
区
の
日
蓮
宗
・
金
蓮
寺
は
１

３
１
４
年
に
開
か
れ
た
と
伝
わ
り

ま
す
が
、
１
５
９
４
年
の
記
録
に

見
ら
れ
る
「
山
崎
常
住
房
」
が
同

寺
の
前
身
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
本
堂
に
は
、
日
蓮
像
と

と
も
に
七
面
天
女
像
が
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
蓮
宗
で
は
「
七
面

大
明
神
」
と
も
呼
ば
れ
、
安
産
守

護
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
像
は
、
も
と
は
金
蓮
寺

近
く
の
七
面
堂
に
ま
つ
ら
れ
て
い

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
暮
、
か
つ
て
七
面
堂
の
正

面
軒
先
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
「
わ
に
口
（
鰐
口
）」

が
寺
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
鋳
造

の
わ
に
口
は
、
直
径
26
㎝
ほ
ど
で

「
下
総
国
香
取
郡
匝
瑳
荘
山
崎
金

蓮
寺
」
と
刻
ま
れ
、

「
大
徳
院
と
檀
家
」

が
願
主
と
な
っ
た

と
あ
り
ま
す
。
七

面
堂
に
奉
納
さ
れ

た
年
代
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
徳
院

が
同
寺
21
代
住
職

で
１
６
５
７
年
に

亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
以
前

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

郡
名
や
地
名
に

「
匝
瑳
荘
」
が
使

わ
れ
る
例
は
、
こ

の
地
域
で
江
戸
時

代
初
期
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

金
蓮
寺
の
七
面
大
明
神
は
多
古

藩
主
ゆ
か
り
の
像
で
、
老
女
の
夢

の
中
に
現
れ
た
大
明
神
の
「
東
方

の
山
里
の
徳
の
高
い
僧
の
住
む
と

こ
ろ
に
ま
つ
ら
れ
た
い
」
と
の
お

告
げ
で
山
崎
村
が
選
ば
れ
た
と
い

い
ま
す
。
１
７
２
０
年
に
は
飯
高

檀
林
52
代
化
主
（
檀
林
長
）
に
よ

る
縁
起
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の

後
に
版
木
刷
り
が
出
さ
れ
る
な
ど

広
く
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　

入
山
崎
村
は
１
８
５
０
年
ま
で

多
古
藩
領
で
し
た
が
、
領
主
が
変

わ
っ
た
こ
と
や
１
８
５
３
年
の

「
賽
銭
箱
」
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
七
面
天
女
像
は
こ

の
頃
に
七
面
堂
か
ら
金
蓮
寺
本
堂

に
移
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

明
治
中
ご
ろ
に
も
「
安
産
守
護

神
」
と
し
て
各
婦
人
講
社
か
ら
の

奉
納
品
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
奇
特
な
檀
家
か
ら
奉
納

さ
れ
た
わ
に
口
は
、
１
７
４
６
年

に
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
（
釣
り
鐘
）

と
と
も
に
太
平
洋
戦
争
で
供
出
さ

せ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
70
年
余
り
を
経
て
、
再

び
七
面
天
女
像
の
前
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）
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老
い
の
掌
に
唾
ひ
と
吹
き
や
鍬
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横
須
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岩
井　

や
す

八
十
路
坂
艱
難
辛
苦
大
旦 

八
日
市
場
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髙
安
せ
い
子

潮
騒
に
身
を
浸
し
け
り
初
日
の
出 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

三
日
は
や
境
内
は
し
る
巫
女
ふ
た
り 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

あ
ま
ね
く
日
住
み
旧
る
郷
の
初
山
河 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

初
筑
波
群
青
に
冴
え
利
根
白
し 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

子
等
帰
り　

付
け
と
い
ふ
初
仕
事 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

寒
風
の
畦
ひ
と
本
の
水
仙
花 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

初
夢
や
入
試
の
積
分
解
け
ぬ
ま
ま 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

松
茸
を
い
た
だ
き
迷
ふ
料
理
か
な 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

万
華
鏡
覗
く
と
そ
こ
は
別
世
界 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
流
行
服
は
覗
く
だ
け 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

通
帳
の
残
高
ニ
ヤ
リ
覗
き
見
る 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

に
わ
か
雨
母
待
つ
子
等
の
覗
く
窓 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

長
風
呂
へ
心
配
性
の
嫁
覗
き 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

覗
き
見
る
見
え
ぬ
隣
の
晩
御
飯 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

覗
き
た
い
三
途
の
川
の
向
こ
う
岸 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

宇
宙
か
ら
地
球
を
覗
く
科
学
の
目 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

雌
猫
が
添
寝
し
て
く
れ
年
明
け
る 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

こ
ん
れ
ん
じ

じ
ょ
う
じ
ゅ
う
ぼ
う

し
ち
め
ん
て
ん
に
ょ
ぞ
う

け

し
ゅ

ぼ
ん
し
ょ
う

だ
ん
か

さ
い
せ
ん
ば
こ

イチオシ
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